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立命館大学広報課    

白川静記念東洋文字文化研究所（白川研）が実施する体験型漢字講座「漢字探検隊」の開催

回数が全国通算 200 回を超え、延べ受講生数 12,995 名に到達したことをご報告いたしますととも

に、京都で行われる全国通算 201 回目の講座「漢字ワークショップ祭」の開催をご案内いたします。 

 

当研究所は、故・白川静名誉教授の研究成果をもとに東洋文字文化の教育・普及を目的とした

文化事業の一環で、2007 年より本講座を実施しています。漢字は、文字として存在しているだけで

なく、それを生んだ自然・社会・文化があります。親子・一般向けに毎回一つのものをテーマとして、

座学だけではなく、見学や体験を通して漢字の成り立ちや体系に関わる学習を提供しています。こ

れまでに北は北海道から南は福岡まで、動物園や植物園、世界遺産などを舞台にして実施してき

ました。 

 全国通算第 201 回目となる今回は、漢字教育士（※）や福井県の「白川静漢字教育賞」を受賞さ

れた方たちが講師を務めます。「家族みんなで漢字と触れ合える」6 つのワークショップおよび体験・

展示コーナーを用意しています。  

 

※漢字教育士･･･漢字の構造などを体系的に学び、漢字の知識を深め、さらには身に付けた漢

字に関するさまざまな知識やスキルを、学校における国語教育や地域社会における学習ボランティ

アの指導現場などに活かすことのできる資格。同研究所が 2011 年度より制度運用を開始。現在、

全国で約 650 名の方が漢字教育士の資格を取得し、各方面で活動中。 

 

記 

【第 60 回京都漢字探検隊「漢字ワークショップ祭」】 

日 時 ： 2019 年 6 月 30 日（日） 11 時～16 時 ※入退場自由 

場 所 ： 立命館大学朱雀キャンパス 1 階 多目的室 

入 場 料 ： 無料 ※一部のワークショップは、材料費（100 円～1,000 円程度）が必要です。 

申 込 ： 不要 

主 催 ： 立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所 

協 力 ： 公益財団法人日本漢字能力検定協会、立命館アカデミックセンター 

後 援 ： 京都市教育委員会 

以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所（担当：久保・若林） 

  TEL.075-466-3776 http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/sio/ 

体験を通して、漢字の成り立ちを楽しく学ぶ体験型漢字講座 

「漢字探検隊」開催回数 全国通算 200 回達成 

【第 60 回京都漢字探検隊「漢字ワークショップ祭」（全国通算 201 回目）】 

日時：2019 年 6 月 30 日（日）11 時～16 時 

場所：立命館大学朱雀キャンパス 

 



別紙 

■ワークショップ 

・古代文字おもちゃをつくろう  

進行：岸下 順一先生（福井県 木彫家・篆刻家） 

所要時間：約 30 分 

有料・数量限定 

 

・漢字回転しないすし 

進行：四方 佐和子先生（神奈川県 漢字教育士） 

 

・消しゴムはんこをつくろう/漢字スクラッチ 

進行：中川 例先生（兵庫県 漢字教育士） 

所要時間：各約 10 分 

有料・数量限定 

 

・目指せ漢字王！漢字クイズ大会 

進行：北條 亮一先生（兵庫県 漢字教育士） 

 

・小学校漢字が変わるよ！ 

進行：丹羽 孝先生（奈良県 漢字教育士） 

 

■体験コーナー 

・漢字すばやさトレー二ング（協力：日本漢字能力検定協会） 

 

・漢字つりぼり（協力：日本漢字能力検定協会） 

 

・新しい元号は、「令和」であります 

 

■展示コーナー 

・白川静展  

 

・金子 都美絵 「漢字の風景」展 

 

・岸下 順一 木彫作品展 

 

・古代文字資料 

 

 

 

  


